





















































































































































































在（１０），企業体を構成する協同組合が 101，子会社が 32（事業所等では 11,000 か所），総所得は 121
億€（1 兆 5730 億円，1 €＝ 130 円で計算，以下同じ）に達する。
　管見の限りでは，世界的に見て，こうした形態で運営される協同組合は他に見当たらない。ま
た，労働者生産協同組合としては世界で最大規模であり，ビジネスグループとしても，バスク地方








（１０）　モンドラゴンに関する統計数値等については，基本的には執筆（2016 年 7 月）当時最も新しい数値が掲載さ
れている 2015 年の年次報告［7］を用いた。
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る。雇用労働者の地域別分布は，バスク地方で 44％，スペインの他地域で 40％，海外で 16％であ
る。
　これらの協同組合の事業は多岐に渡る。モンドラゴンでは通常次の 7 部門に分類されているが，





　協同組合等の事業は，本稿の冒頭に見たように 4 つの分野に分類される。4 つの分野別の雇用者









うち国内 29％，海外 71％，労働者数 32,925 人，総投資額 209 百万€（2,317 億円）である。
　第二に，金融部門について。ここには，金融と保険の二つの事業が含まれる。金融事業は現在，
ラボラール・クチャ（Laboral Kutxa）が担っている。預金等の金融資産は 18,753 百万€（2 兆






























































15 ～ 40％の範囲で基金を積み立てること。もう一つは，モンドラゴンの企業ファンド（Corporative 
fund）への積み立てである。内訳は，投資ファンド（Investment fund）へ 10％，教育ファンド

















な提案がなされた。具体的には，“MONDRAGON of the future” および “2017／2020 Socio-cooperative Policy” で




（１３）　モンドラゴンの担当者の説明によれば，このグループは，Automotive Chassis and Powertrain，CM Automotive，
Equipment，Construction，Industrial Automation，Industrial Systems，Engineering and Services，Vertical 
transport，Machine tools，Components，Tooling and systems，ERKOP，Fagor Group の 13，である。これは，





































（１４）　LKS はカハ・ラボラールから産業部門が切り離された 1991 年に設立された。現在モンドラゴンのコンサル










援を受ける。残り 60％に当たる 24 百万€のうち，自己資金で必要額の 10％（4 百万€）を賄うと
して残りは 20 百万€となる。このうち，2 百万€は信用協同組合であるラボラール・クチャ，18
百万€は一般銀行から融資を受ける。この例から見るように，主要部分は投資ファンドから供給さ
れているが，じつはこの投資ファンドの形成に信用協同組合は大きく貢献している。やや時点は古

























































まれる）の Kaldo 氏およびモンドラゴンの担当者 Ander Etxeberria 氏からモンドラゴンの文化と歴史の説明を受
けた際にも十分に窺えた。しかし，モンドラゴンの今日の成功の理由に関して，我々が訪ねたモンドラゴン大学オ




（１６）　サイオランの説明は，2017 年 2 月 7 日に Iratex Ache 氏から受けたものである。
58 大原社会問題研究所雑誌　№710／2017.12
ンドラゴン大学，イケルランその他からである。また，サイオランは，学生等のプロジェクトを支
援するために，政府のファンド（総額 30 万€）やモンドラゴンの社会ファンド（15 万€）を活用
し，彼らへの支援の上限を 6 万€としてその半分程度をファンドから支出している。サイオランの
指導で創設され，あるいは既存の企業の多角化で生まれた企業の数は，ここ 10 年は 13 ～ 19 で推




エレクトロドメスティコス（FAGOR Electrodomesticos）は 2013 年に数年に渡る欠損の結果倒産
に至ったが，その救済に関してこうしたファンドの果たした役割は大きい。この組合が倒産した

























































































































































［1］　穴見博『協同組合の理論』農業総合研究所，刊行物第 366 号，6 頁，1977 年。
［2］　坂内久「スペイン・モンドラゴン協同組合グループの動向」『農林金融』2014 年 7 月号，18-29 頁，
2017 年。
［3］　Gatt, Irazuzta and Mtz.de Albeniz “Basque Society Structures, Institutions, and Contemporary 




［7］　MONDRAGON Annual Report 2015，2016 年。
［8］　両角和夫「ネットワーク型 JA 構想」『月刊 JA』第 46 巻第 5 号（通巻 543 号），51-54 頁，2000 年。
［9］　両角和夫「新たな農協の存在意義と組織・事業体制―地域社会の持続的発展と環境問題解決への期
待」『農業』（大日本農会会誌）1448 号，2006 年 6 月号，43-46 頁，2006 年。
［10］　両角和夫「わが国農業問題の変化と農協の新たな課題―地域社会の維持，存続に貢献する体制の
あり方」『農業研究』第 26 号，209-250 頁，2013 年。
［11］　両角和夫「農山村地域における森林組合の事業展開と林業の問題―岩手県筑前高田市を事例にし
て」『農業研究』第 28 号，189-224 頁，2015 年。
［12］　両角和夫「農村地域の持続的発展を目指す社会技術の研究開発と今後の課題―岩手県の農村地域
を対象にして」『農業研究』第 29 号，127-180 頁，2016 年。
［13］　斎藤仁『農業問題と自治村落』日本経済評論社，1989 年。
［14］　斎藤仁，大鎌邦雄，両角和夫編著『自治村落の基本構造―「自治村落論」をめぐる座談会記録』
農林統計出版，2015 年。
［15］　津田直則『社会変革の協同組合と連帯システム』晃洋書房，2012 年。
［16］　ウィリアム・ホワイト，キャサリン・ホワイト『モンドラゴンの創造と展開―スペインの協同組
合コミュニティー』日本経済評論社，1991 年。
